
                     

                     

                     

                     

                     

                     

《 

対
応
方
針 

》 
 

１
．
根
室
市
を
中
心
と
し
た
施

策
の
展
開 

（
「
北
方
四
島
に
お
け
る
共
同

経
済
活
動
」
に
つ
い
て
は
、
根

室
市
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
積

極
的
に
関
与
す
る
こ
と
が
重

要
と
位
置
付
け
て
、
そ
の
た
め

の
環
境
を
整
備
す
る
） 

 (

１)

必
要
と
な
る
機
能
整
備
＝

ハ
ー
ド
面 

①
重
要
港
湾
根
室
港
の
施
設
整

備
の
施
策
展
開 

・ 

物
流
拠
点
整
備
（花
咲
港
） 

・ 

人
的
交
流
拠
点
整
備
（
根

室
港
） 

・ 
北
方
四
島
と
の
航
路
整
備

等 

②
隣
接
地
域
内
・道
央
圏
等
と

の
ア
ク
セ
ス
機
能
整
備 

・ 

高
速
道
路
の
整
備 

・ 

鉄
道
機
能
維
持
・機
能
強

化 

・ 

空
路
機
能
維
持
・機
能
強

化
等 

③
そ
の
他
必
要
と
な
る
機
能

整
備 

・ 

宿
泊
機
能
の
拡
充 

・ 

交
流
拠
点
機
能
の
整
備
等 

 

（
２
）
産
業
団
体
等
の
事
業
参

画
＝
ソ
フ
ト
面 

①
地
元
産
業
経
済
団
体
に
よ

る
積
極
的
な
経
済
活
動
の
実

現 ・ 

「特
区
」と
し
て
の
位
置
づ

け 

・ 

各
種
優
遇
制
度
の
実
現
等 

②
漁
業
分
野
の
取
り
組
み 

・ 

四
島
周
辺
水
域
で
の
漁
業

資
源
の
適
正
利
用
及
び
資

源
増
大
対
策
等 

③
企
業
誘
致
の
取
り
組
み
等 

④
そ
の
他
必
要
と
な
る
機
能

整
備 

・ 

人
的
交
流
整
備
（
教
育
、

文
化
、
医
療
等
） 

・ 

各
種
規
制
緩
和
措
置
の
検

討
等 

 

２
．
国
の
総
合
窓
口
機
能
の
整

備 ・ 

「
北
方
四
島
に
お
け
る
共

同
経
済
活
動
」
の
実
施
に

当
た
り
、
必
要
と
な
る
国

等
の
総
合
窓
口
機
能
を
隣

接
地
域
（根
室
市
）に
設
置

を
要
望
す
る 

  

以
上
が
《
対
応
方
針
》
の
内
容

で
す
。
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面
と

も
こ
れ
ま
で
根
室
市
を
中
心
と

す
る
「
北
方
領
土
隣
接
地
域
」
が

平
成
１
８
年
の
『
再
構
築
提
言
』、

平
成
２
４
年『
戦
略
的
な
北
方
四

島
交
流
事
業
の
実
現
に
向
け
た

提
案
書（
案
）』、平
成
２
７
年『
北

方
領
土
返
還
を
視
野
に
入
れ
た

根
室
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
』等
を
た
た

き
台
に
し
て
具
体
的
な
検
討
を

始
め
、
１
市
４
町
が
合
意
し
た

「
計
画
（
案
）」
を
作
成
、
地
元

振
興
局
内
の「
北
方
領
土
地
域
本

部
」
と
連
携
し
、
北
海
道
が
新
設

す
る
「
担
当
局
長
」
と
そ
の
「
新

組
織
」と
も
十
分
な
協
議
が
今
後

随
時
行
わ
れ
、
政
府
に
対
し
て
積

極
的
な
「
提
言
」
等
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
見
通
し
で
す
。 

 

市
も
計
画
案
検
討
の
組

織 市
の
対
応
方
針
は
、先
に
あ
る

通
り
全
面
的
・
総
合
的
な
対
応
方

針
と
な
っ
て
い
る
だ
け
に
隣
接

地
域
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う

根
室
市
は
、当
然
の
よ
う
に
庁
内

で
も
ま
た
、民
間
団
体
等
を
含
め

た
市
全
体
の
「
対
応
計
画
（
案
）」

策
定
の
組
織
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
同
時
に
、
２
０
１
６
年
が
サ

ケ
マ
ス
流
し
網
禁
止
元
年
と
な

り
、
地
域
経
済
が
深
刻
な
打
撃
を

受
け
た
影
響
を
速
や
か
に
「
回

復
」
さ
せ
る
た
め
に
は
、
短
期
日

の
間
に
早
急
に
「
解
決
」
す
べ
き

も
の
、中
長
期
の
も
の
な
ど
を
よ

く
精
査
し
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

北
方
四
島
の
交
流
拠
点
機
能

の
様
々
な
「
環
境
整
備
」
は
、
し

っ
か
り
と
時
間
を
か
け
て
推
進

す
べ
き
課
題
で
す
。
ま
た
、
い
わ

ゆ
る
「
経
済
特
区
」
の
環
境
整
備

に
求
め
ら
れ
る
も
の
、
四
島
の

「
陸
＝
島
」で
の
共
同
経
済
活
動

を
行
う
上
で
の
「
法
的
な
問
題
」

を
含
む
「
環
境
整
備
」
は
様
々
な

角
度
か
ら
の
十
分
な
研
究
と
検

討
の
上
取
り
組
む
べ
き
課
題
で

す
。 い

ま
、
急
ぐ
べ
き
事
項
は
、
何

よ
り
も
漁
業
問
題
で
す
。
昨
年
市

全
体
の
水
揚
げ
量
は
、６
万
７
千

ト
ン
余
。
こ
れ
が
地
域
経
済
に
大

き
な
打
撃
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

海
で
の
共
同
経
済
活
動
は
、
先

に
成
功
し
た
安
全
操
業
等
の
事

例
が
あ
る
こ
と
か
ら
短
期
間
で

日
ロ
双
方
の
合
意
が
可
能
な
も

の
で
す
。 

 

い
わ
ゆ
る
「
中
間
ラ
イ
ン
」
等

で
の
資
源
の
有
効
利
用
と
資
源

増
大
対
策
等
は
、漁
業
と
関
連
産

業
等
の
地
域
経
済
に
即
効
的
な

影
響
が
期
待
さ
れ
る
事
業
と
な

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

根
室
市
が
「日
ロ
共
同
経
済
活
動
」対
応
計
画
案
づ
く
り 

 

根
室
市
は
、
昨
年
１
２
月
の
日
ロ
首
脳
会
談
で
「
北
方
四
島
に
お
い
て
共
同
経
済
活
動
を
行
う
た
め
特

別
な
制
度
に
関
す
る
協
議
の
開
始
」
が
合
意
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
そ
の
対
応
の
た
め
の
「
計
画
（
案
）」

の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。
領
土
問
題
が
未
解
決
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
自
由
な
社
会
経
済
活
動
が
多
く

の
制
約
を
受
け
て
い
る
現
状
か
ら
、
根
室
市
が
「
北
方
領
土
の
母
都
市
」
と
し
て
さ
ら
に
は
、「
北
方
領

土
の
玄
関
口
」
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
早
急
に
「
共
同
経
済
活
動
の
実
現
」
に
向
け
て
具
体
的
な
検
討
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
い

ち
早
く
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
１
３
日
市
長
が
「
庁
議
」
を
開
催
、
各
部
局
で
の
対
応

計
画
案
づ
く
り
を
指
示
し
ま
し
た
。 

市
議
団
ニ
ュ
ー
ス 

共
に
し
あ
わ
せ
産
み
だ
す 
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穴
間
の
学
校
で
の
交
流
の
様
子 

（
復
帰
期
成
同
盟H

P

よ
り
） 


